医的侵襲行為に対する代理決定の正当化原理に関する研究 : 成年後見制度，慣行的家族特権，専門家パターナリズムの論理 by 鈴木 道代




































第 1章 問題意識と研究の枠組み 
第 1節 問題意識 
第 2節 代理決定の正当化原理としての共通項の位置づけ 
氏 名（本籍）   鈴木 道代（北海道） 
専攻分野の名称   博士（社会福祉学） 
学位記番号     博第 3号（甲第 3号） 
学位授与の日付   平成 23 年 3 月 15 日 
学位授与の要件   学位規則第 4条第 1項 
学位論文題目    医的侵襲行為に対する代理決定の正当化原理に関する研究 
―成年後見制度，慣行的家族特権，専門家パターナリズムの論理―
論文審査委員    主 査 北星学園大学教授 杉岡  直人 
副 査 北星学園大学教授 米本 秀仁（指導教授） 
副 査 北星学園大学教授 岩本  一郎 
委員長 北星学園大学教授 今川  民雄 
- 2 - 
第 3節 研究の目的と意義 
第 4節 研究の方法 
第 5節 論文の構成 
第 6節 本論文の諸概念 
第 2章 自己決定と代理決定 
第 1節 医的侵襲行為場面における自己決定権 
第 2節 代理の仕組みと事実上の代理決定―民法的視点 
第 3節 医的侵襲行為の違法性阻却要件―刑法的視点 
第 4節 医的侵襲行為場面における自己決定と代理決定―論点の提示 
第 3章 成年後見制度における医的侵襲行為への同意権付与問題 
第 1節 代理決定の仕組み 
第 2節 成年後見制度における医的侵襲行為への同意権問題に関する否定説と肯定説 
第 3節 諸外国における医的侵襲行為への同意権付与のあり方 
第 4節 成年後見人に同意権が付与されるための考え方 
第 4章 慣行的家族特権 
第 1節 法学的意味における家族の権限・位置 
第 2節 事実上家族による代理決定 
第 3節 家族に求められる機能―家族社会学による描きを中心に 
第 4節 「家族」が「代わる」理由―資源分配説・家族愛情説・親密圏説 
第 5節 介護職者及び家族の医療行為のあり方 
第 6節 「慣行的家族特権」の様相 
第 5章 パターナリズムによる代理決定の正当化の可能性 
第 1節 「一般的パターナリズム」に関する見解と検討 
第 2節 パターナリズムの定義の仕方の留意点と「法的パターナリズム」 
第 3節 パターナリズムの種類と正当化基準―中村直美に依拠して 
第 4節 「法的パターナリズム」と代理決定の正当化原理の可能性 
第 6章 結論 
第 1節 これまでの代理決定のあり方 
第 2節 代理決定の正当化原理としての信託・信認関係 
第 3節 「信頼」「信認」「信用」概念―斉藤壽彦に依拠して 
第 4節 信託・信認関係による代理決定の正当化 
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法的権威を位置づけることで、三者関係を法的正当性によって統制することができるとい
う立論上の設定を最初におこなっている。 

























































































































































































2011 年 1 月 31 日、学位授与申請者鈴木道代氏の最終試験を行った。 
試験において、提出論文「医的侵襲行為に対する代理決定の正当化原理に関する研究         
―成年後見制度，慣行的家族特権，専門家パターナリズムの論理―」に基づき、 審査委員
が疑問点につき逐一説明を求めたのに対し、鈴木氏は、論文執筆後の知見も踏まえて、い
ずれにも適切な説明を行い、審査委員の疑問を解消した。 
 
